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， ， ，
のように，定数 ，， を用いて，

という の 次式で表される関数を という．
ただし， の場合は 次関数にならないので，上式で

とする．

次関数から発展する 次関数でない関数の例：

， ，

，

2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数

2次関数2次関数

注
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とすると

であるから， のグラフは に関して
自分自身と対称である．

のときは， の値が増加するにつれて増加する．

2次関数          y x 2のグラフ2次関数          y x= 2のグラフ
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つの 次関数

のグラフはそれぞれ右のようになる．

y         x= 2a2次関数 のグラフ2次関数 のグラフy         x= 2a2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数2次関数 のグラフのグラフ
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　一般に， 次関数 のグラフは
と呼ばれる曲線である．

放物線は 本の直線に関して対称である．
この直線を放物線の ，あるいは簡単に という．

．また，軸と放物線の交点を

頂点

という

放物線 の
　　　 軸は 軸，頂点は原点
である．

放物線放物線

対称軸対称軸 軸軸

頂点頂点

y         x= 2a のグラフのグラフy         x= 2ay         y         y         y         y         y         y         y         y         y         y         y         y         y         y         のグラフ

軸
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のグラフは，

　 のときは
　

　 のときは

の放物線である．

上に凸上に凸
下に凸下に凸

凹凸
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凹
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凸
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